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る.この繊維は約 1050℃ で α相へと遷移可能である
が,焼成時間を1分程度と非常に短くするため,最高
温度 15(氾℃ の電気炉中を通して,α相へ変態させた.
このようにして,直径 10FLm の高純度 α-アル ミナ単
繊維が得 られ,これらを 1000本束ねて1本の ｢ヤー
ン｣と呼ばれる長繊維として市販されている.アルミ
ナ長繊維には,この他にSi02を15% 含んだ γ相のも




































































































に引き抜いた.その繊維から A - D 領域に対応する
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ルの TEM 写真 (明視野像)で,図(b')の回折 リング
の解析結果から,γ相の微粒子の集まりであることが











































前述 したように,焼成された αアル ミナ繊維には,
多くの気孔を含む 0.01-1〝mの結晶粒が存在 してい
る.この繊維を110℃及び 14(氾℃ でそれぞれ30分間
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